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【第4期（2024/10-2025/2）】

施設DX委員会
活動報告・振り返りまとめ
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体制　

委員長 土岐 泰之（ユニファ株式会社 代表取締役 CEO）

委員

小池副委員長（株式会社コドモン 代表取締役）
藤田委員（株式会社MJ 代表取締役）
荒田委員（日本ソフト開発株式会社 常務取締役）
柴田委員（株式会社両備システムズ　公共ソリューションカンパニー 課長）
髙石委員（キッズコネクト株式会社 代表取締役）
堀委員（千株式会社 取締役）
平野委員（BABYJOB株式会社 事業企画室 室長）
阿部委員   （岩手インフォメーション・テクノロジー株式会社 代表取締役)
橋本委員（株式会社kids plus 代表取締役）  
古屋委員（Pwcコンサルティング合同会社 マネージャー）
山中委員（株式会社  VisionWiz代表取締役）

顧問・アドバイザー
三好 冬馬（一般社団法人 保育ICT推進協会 代表理事）
齋藤 祐善（全国認定こども園協会 東京副支部長）
岡本 敬史（株式会社streams 代表取締役）

オブザーバ・有識者

窪田圭介、吉田裕昭、網本恒介（トランスコスモス株式会社）
中西　史、引原裕一郎、井高悠斗、秋田 剛（富士通株式会社）
鈴木 聡子、湯田 圭（株式会社ベネッセコーポレーション）
岩本展到（岡山県井原市役所総合政策部ＤＸ推進課）
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第4期活動内容　

1. 『保育現場でのDXの推進について』における【フェイズ１】の領域において、より実態に則した観点から  
保育DX実現に寄与すべく、こども家庭庁への提言をまとめた。※3月提言予定

2. 【フェイズ１】から【フェイズ２】へのスムーズな移行のため保育ICTラボ事業についての協議を行った

3. こども家庭庁主催の「こども・子育てDX見本市」等、イベントや研修へ協力を行った

4. デジタル行財政改革会議から要請を受け新TYPESの検討に協力を行った

2024年4月～9月

こども家庭庁への
提言・調査協力を行い

政府文書・概算要求へ反
映を図る

2024年10月～2025年2月

保育ICT基盤化
DX見本市

保育ICTラボ事業
新TYPES
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成果やアウトプットについて　

1. 保育ICT100%に向けての提言  ※3月予定

2. 保育ICTラボ事業のR6年度補正予算
化

3. DX見本市、保育DX研修での情報発信

4. ICT協議会設立のための事例収集
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こども家庭庁の「保育政策の新たな方向性」について（令和6年12月20日公表）　

❖ 今後の３年間の方向性が示された
➢ 量→質
➢ 保育機会の公平性
➢ 更なる業務改善

Point：
大きな柱の中に、
テクノロジーの活用も明言
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こども家庭庁の「保育政策の新たな方向性」について（令和6年12月20日公表）　

Point：保育 ICT（計画 /記録,保護者連絡 ,登降園管理 ,キャッシュレス決済）と明記
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こども家庭庁の「保育政策の新たな方向性」について（令和6年12月20日公表）　

フェーズ１に
安全対策が追加

フェーズ２に
保活OSが追加

フェーズ１
フェーズ２の移行
ICTラボが追加
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こども家庭庁の「保育政策の新たな方向性」について（令和6年12月20日公表）　

サマリ
● 大きな柱の中に、テクノロジーの活用も明言
● 保育ICT（計画 /記録,保護者連絡 ,登降園管理 ,キャッシュレス決済）と明記
● フェーズ１に安全対策が追加
● フェーズ２に保活 OSが追加

➢ 保育DXの重要性は定着、今後も範囲は拡大されながら推進される見込み
○ 例）

■ 感染症サーベイランスとの連携
■ 誰でも通園予約システムとの連携

● その先の、電子母子手帳やマイナンバー連携等を見据えた動きも必要

➢ 施設DX委員会としては、他会議体とも協働し「こども DX」全体でのデータ連携可能
性について協議が必要なフェーズに入ってきた
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　参考資料：こども家庭庁 R6年度補正予算

予算
化
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　参考資料：こども家庭庁 R6年度補正予算

Point：
協議会設立による嵩上げは継続

継続
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残論点や課題

○ R8年度までの保育 ICT100%の実現

○ 保育ICTラボの実施

○ 保育施設管理プラットフォームと保育 ICTの連携について

○ こども誰でも通園全国展開に向けての安全対策強化

○ 新TYPESでの保育 ICTの連携について


